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研究成果の概要（和文）：多文化共生社会となった東アジア地域（中国・韓国・日本・台湾）の

社会的リスク問題として、国際結婚移民女性と人権問題、児童虐待、介護問題、そしてこれら

の問題解決・改善に対応する社会福祉専門職者養成問題などを取り上げた。研究成果としては、

韓国・台湾での外国人花嫁の育児ストレス問題・精神的健康問題、夫から妻への虐待問題、ま

た夫のストレス問題等について面接調査を実施し、有効なデータを得た。児童虐待では虐待防

止プログラム開発に取り組んだ。介護では家族介護者負担感と抑鬱の変化、QOL 関連要因につ

いて研究した。結果、社会福祉専門職者が効果的・効率的に解決・改善するためのソーシャル

ワーク理論モデル構築の手がかりとなった。 

 
研究成果の概要（英文）：Over three year period, we researched four subjects; 1) Married 

Migrant Women and Human Right Problems, 2) Child Abuse Problems, 3) Elderly Care 

Problems, 4) Problems of Social Work Education and training within the multicultural 

society in the East Asia Region, (China, Korea, Japan, Taiwan). We obtained the following 

research results regarding; 1) the parenting stress and mental-health problems of foreign 

brides, 2) domestic violence from husband to wife. We developed a  prevention program for 

child abuse in this region. We also researched family member that feel especially burdened 

and depressed by caregiving for parents. Also, we researched QOL factors for caregivers. 

We arrived at a tentative conclusion to formulate an effective theory and practice method 

for social work in this region. 
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１． 研究開始当初の背景 

（１）東アジア地域を訪米社会と比較類化で
きるという考え方からスタートした。 

（２）まず儒教文化、家族主義、共同体意識、

集団主義、地域社会など国民文化に影響を与
えた思想や手段、実態を分析視点にした。 

（３）高齢者、地域福祉、保健福祉などの領
域の中で援助・支援に携わるソーシャルワー
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ク理論モデル構築の必要性を考えた。 

 

２．研究の目的： 

（１）これまでの調査研究成果である「老親
扶養意識尺度」を開発したが、介護負担感、
介護肯定観等でこれを精緻化し、得られたデ
ータ検証によるソーシャルワーク理論モデ
ルの構築を目的とした。 

（２）社会的リスク対象者がどのような意識
をもち、自らが対応していこうとしているの
かを明らかにする。 

（３）社会福祉専門職者がどのような援助理
論・方法・技術を活用していくかについて研
究する。 

 

３． 研究の方法 

（１）テーマごとに調査グループに分け、質
的・量的調査研究方法を活用する。 

（２）韓国、中国、台湾での研究協力者によ
る研究体制を構築する。 

（３）研究問題意識や調査研究方法の調整の
ために合同研究会、国際セミナーを開催して
いく。 

 
４．研究成果 
（１）東アジア地域（中国・韓国・日本・台
湾）の社会的リスク問題として、国際結婚移
民女性と人権問題、児童虐待、介護問題、そ
してこれらの問題解決・改善に対応する社会
福祉専門職者養成問題などを取り上げるこ
とができた。 

（２）韓国・台湾での外国人花嫁の育児スト
レス問題・精神的健康問題、夫から妻への虐
待問題、また夫のストレス問題等について面
接調査を実施し、有効なデータを得た。 

（３）児童虐待では健康家族の育成に向けた
虐待防止プログラム開発、育児不安を抱える
親への相談体制のあり方に取り組んだ。 

（４）介護問題では介護サービス利用の決定
要因に関する調査、家族介護者負担感と抑鬱
の変化に関する調査、韓国での療護保護士や
在宅サービス高齢者調査、中国での老人ホー
ム調査等を実施し、有効なデータを得ること
ができた。 

（５）社会福祉援助職者養成教育では実習教
育における養成問題について研究したが、高
齢者施設における生活相談員の職務満足度
が与える影響について調査し、一定の成果を
得ることができた。また国際会議に積極的に
出席し、情報収集に努めた。 

（６）結果、社会福祉専門職者が効果的・効
率的に解決・改善するためのソーシャルワー
ク理論モデル構築の手がかりが得られた。 
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